
 

第 6 章 進捗の管理 

 

 本計画の目標を達成するためには、毎年度の進捗管理が重要です。進捗状況

を管理するために「基本指標」と「モニター指標」という 2 種類の指標を用い

ます。基本指標は、具体的な目標を設定し進捗状況を管理する指標です。モニ

ター指標は、具体的な目標は設定しませんが、毎年度その推移を把握する指標

です。 

 

６．１ 基本指標 

 

１ 基本指標と目標値 

 基本指標として次の４つの指標で進捗状況を管理します。なお、事業所

は、規模や業種が多様であり、一般廃棄物の排出の状況も一様ではありま

せん。そのため、1 事業所あたりのごみ量として目標値を設定することが

できないので、文京区内の事業系ごみの総量を管理することとします。 

 

表 6-1 基本指標 

 

 

 

 

 

 図 5-3 で示した目標値のうち、中間及び最終目標年度の基本指標の目標

値を表 6-2に示します。 

 

区民1人1日あたりの家庭ごみ排出量(g/人日)

家庭系リサイクル率(％)

事業系ごみ量(万t/年)

事業系リサイクル率(％)

基本指標 



 

表 6-2 中間及び最終目標年度の基本指標の目標値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 進捗状況の管理 

進捗状況の管理に使用するデータを表 6-3 に示します。これらの数値を

使用して、毎年度４つの基本指標を算定し、中間及び最終目標年度の目標

値と比較をすることで進捗状況を管理します。 

 

表 6-3 進捗状況を管理するためのデータと仮定値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区収集による可燃ごみ量

区収集による不燃ごみ量

粗大ごみ量

持込ごみ量

区が収集もしくは関与する家庭系リサイクル量(集団回収、集積所回
収、拠点回収の合計値)

事業用大規模建築物における再利用量（リサイクル量）

区収集による可燃ごみに占める家庭ごみの割合

区収集による不燃ごみに占める家庭ごみの割合

区が収集もしくは関与する家庭系リサイクル量に対する区が把握できな
い家庭系リサイクル量(新聞販売店回収、店頭自主回収、自己処理)の割
合

事業用大規模建築物の再利用量（リサイクル量）に対する小規模事業所
の事業系リサイクル量の割合

行
政
デ
ー

タ

仮
定
値
（

＊
）

＊：一般廃棄物処理基本計画の改定や大きな分別変更があった時点で実施す
る、ごみ排出についての実態調査やアンケート調査による推計値。区で実績
を把握できないため、新たに調査を実施するまでの間、固定値とする。

平成21年度
推計値

平成27年度
(中間目標値)

平成32年度
(最終目標値)

基本指標１
区民1人1日あたりの
家庭ごみ排出量(g/人日)

435 385 335

基本指標２家庭系リサイクル率(％) 32% 36% 41%

基本指標３事業系ごみ量(万t/年) 4.0 3.6 3.2

基本指標４事業系リサイクル率(％) 38% 41% 44%



 

６．２ モニター指標 

 

モニター指標は、環境負荷に関する指標、コストに関する指標、施策の進捗

に関する指標として、毎年度、その推移を把握します。各指標の具体的な内容

は、表 6-4のとおりです。 

 

表 6-4 モニター指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終処分量

収集車両のエネルギー消費量及び温室効果ガス排出量

人口１人あたり年間処理経費

ごみ・資源１tあたり年間処理経費

集団回収活動実践団体数

講座や講演会に参加した人数

廃棄物管理責任者講習会への参加人数　など

環境負荷に関する指標

コストに関する指標

施策の進捗に関する指標



 

６．３ ＰＤＣＡサイクルによる進捗評価の概要 

 

 表 6-5にＰＤＣＡサイクルによる進捗評価の概要を示します。毎年度、行政

データを用いて担当部署による点検・評価を行いながら、文京区リサイクル清

掃審議会で議論します。なお、一般廃棄物処理基本計画の改定時や分別の大き

な変更があった時にはごみ排出についての実態調査やアンケート調査を実施し、

ごみの組成や区民１人 1 日あたりのごみの排出量、区民や事業者の意識・意向

等を把握しながら点検・評価を行っていきます。 

 

表 6-5 ＰＤＣＡサイクルによる進捗評価の概要 

 

 

毎年度 一般廃棄物処理基本計画改定時

点検・評価
の方法

行政データや各施策の執行状況や達成状
況などを基に実施します。

ごみの組成割合や区民１人１日あたりの
ごみ量、区民や事業者の意識・意向等に
ついての調査を実施します。

点検・評価
の主体

●基本指標 ●左記に次の項目を追加します。

　ごみ・資源のフロー

　　家庭系収集ごみ量

　家庭系リサイクル率(％) 　　事業系収集ごみ量

　事業系ごみ量(万t/年) 　　ごみへの資源物の混入量

　事業系リサイクル率(％) 　　区が収集・関与するリサイクル量

●モニター指標 　区民の意識・意向

　最終処分量 　事業者の意識・意向

　新たな施策の環境負荷評価

　新たな施策のコスト評価

　人口１人あたり年間処理経費

　ごみ・資源１tあたり年間処理経費

　集団回収活動実践団体数

　講座や講演会に参加した人数

　廃棄物管理責任者講習会への参加人数
　　　　　　　　　　　　　　　　など

見直し・改
善の方法

一般廃棄物処理実施計画に反映します。 一般廃棄物処理基本計画に反映します。

情報公開

点検・評価
の項目

　区民１人１日あたりの家庭ごみ排出量
(g/人日)

担当部署による点検・評価を基本とし、文京区リサイクル清掃審議会で議論します。

区民に対して情報公開します。

　収集車両のエネルギー消費量及び
　温室効果ガス排出量


